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■校訓■ 

敬愛互譲 
尊敬し合う心 
愛情に富む心 
互いに譲り合う心 

                                                                      

                                                            

４
月
の
主
な
行
事
予
定 

 

６
日
（
水
）
始
業
式 

着
任
式 

 

部
活
動
一
斉
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

７
日
（
木
）
入
学
式 

２
・
３
年
身
体
検
査 

 
 

 
 

 
 

学
級
写
真
撮
影 

 

 

８
日
（
金
）
１
年
身
体
測
定 

新
入
生
歓
迎
会
・
部
活
紹
介 

 
 

 
 

 
 

部
活
動
体
験
入
部
① 

１
１
日
（
月
）
部
活
動
体
験
入
部
② 

１
２
日
（
火
）
部
活
動
体
験
入
部
③ 

自
転
車
点
検 

１
３
日
（
水
）
常
任
委
員
会
（
前
期
計
画
） 

１
４
日
（
木
）
部
活
動
一
斉
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 
 

 
 

 
 

部
活
動
一
斉
保
護
者
会 

１
５
日
（
金
）
全
学
年
歯
科
検
診 

北
地
区
学
校
間
交
流 

１
８
日
（
月
）
１
年
知
能
検
査 

１
９
日
（
火
）
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査 

２
０
日
（
水
）
保
護
者
面
談
① 

避
難
訓
練 

２
１
日
（
木
）
保
護
者
面
談
② 

２
２
日
（
金
）
保
護
者
面
談
③ 

校
外
班
会
議 

 

新
聞
回
収
チ
ラ
シ
配
り 

 
 

２
４
日
（
日
）
参
観
日 

教
愛
会
総
会 

 

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
教
室 

 
 

２
５
日
（
月
）
保
護
者
面
談
④ 

 
 

２
６
日
（
火
）
保
護
者
面
談
⑤ 

英
語
Ａ
Ｌ
Ｔ
授
業 

 
 

２
７
日
（
水
）
保
護
者
面
談
⑥ 

 
 

２
８
日
（
木
）
保
護
者
面
談
⑦ 

交
通
安
全
教
室 

 
 

２
９
日
（
金
）
昭
和
の
日 

 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
日
程
が
変
更
・
中
止
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

                                                                                                    

○令和 3 年度「青少年非行防止ポスターコンクール」 

 

稚内市教育委員会教育長賞   

 

稚内市防犯協会会長賞     

 

優秀賞   

佳作    

審査員特別賞  

答 

辞 

日
一
日
と
日
差
し
が
暖
か
さ
を
増
し
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
良
き

日
に
、
私
達
２
８
名
は
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
歩
ん
で
い
き
ま

す
。 

 

本
日
は
、
私
達
の
た
め
に
盛
大
な
卒
業
式
を
挙
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
卒
業
生
を
代

表
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
、
本
日
の
式
典
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

３
年
前
の
春
、
私
達
は
着
慣
れ
な
い
制
服
に
袖
を
通
し
、
心
を
躍
ら
せ
つ
つ
も
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
新
し
い
学
校
生
活
に
期
待
と
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
入
学
当
初
は
な
か
な
か
心
が
落
ち

着
か
ず
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
関
係
も
う
ま
く
い
か
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
礼
儀
や
マ
ナ
ー
、
仲
間
へ
の
気
遣
い
な
ど
、
集
団
で
の
生
活
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め

に
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
少
し
ず
つ
中
学
校
生
活
に
慣
れ
て
い
き
、
初

め
て
の
運
動
会
や
宿
泊
研
修
、
稚
中
祭
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
み
ま
し
た
。
初
め
て
の
行
事
で

思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
を
乗
り
越
え
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
始
め
た
頃
私
達
は
２
年
生
に
な
り
、
後
輩
が
で
き
る
と
、
先

輩
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
も
少
し
落
ち
着
き
、
物
事
に
取
り

組
む
姿
勢
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
行
事
の
規
模
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
中
で
も
、
宿
泊
研
修
で
仲
間
と
寝
食
を
共
に
し
、
稚
中
祭
を
仲
間
と
共
に
思
い
切

り
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
互
い
の
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
も
先
輩

に
勝
つ
つ
も
り
で
練
習
し
、
そ
の
結
果
、
学
級
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

３
年
生
に
な
る
と
、
様
々
な
場
面
で
先
輩
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
姿
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
稚
内
中
学
校
を
引
っ
張
っ
て
い
く
最
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
ど

の
行
事
に
も
「
中
学
校
生
活
最
後
の
」
と
い
う
言
葉
が
つ
く
よ
う
に
な
り
、
真
剣
に
取
り
組
み
、

全
力
で
楽
し
み
ま
し
た
。
運
動
会
の
長
縄
跳
び
で
は
息
を
合
わ
せ
て
大
き
く
記
録
を
伸
ば
し
、
１

年
生
の
頃
は
転
ん
で
ば
か
り
だ
っ
た
◯
人
✕
脚
で
も
、
団
結
し
て
良
い
記
録
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
修
学
旅
行
で
は
、
普
段
と
違
う
環
境
で
多
く
の
時
間
を
仲
間
と
共
有
し
、
は
し
ゃ
ぎ
、

学
び
、
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。
稚
中
祭
で
は
ハ
メ
を
外
し
て
盛
り
上
が
り
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
１
・
２
年
生
の
と
き
よ
り
も
積
極
的
に
練
習
に
取
り
組
み
、
３
年
間
で
一
番
良
い
合
唱
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
々
が
真
剣
に
進
路
を
考
え
始
め
、
将
来
離
れ
離
れ
に
な
る
こ
と
を
感
じ

つ
つ
も
、
残
り
少
な
い
中
学
校
生
活
を
楽
し
み
ま
し
た
。
私
達
は
こ
の
３
年
間
で
、
仲
間
と
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
、
目
標
に
向
か
っ
て
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

こ
こ
ま
で
私
達
に
つ
い
て
き
て
く
れ
た
在
校
生
の
皆
さ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
は
皆
さ
ん
が
稚
内
中
学
校
を
引
っ
張
っ
て
い
く
番
で
す
。
稚
中
の
強
み
で
あ
る
学
び
合
い

を
生
か
し
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
困
っ
た
と

き
に
は
人
に
頼
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
互
い
を
尊
重
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
未
来

の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
学
校
を
創
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

勉
強
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ
た
先
生
方
。
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
態
度
や
学
級
の
こ
と
な
ど
で
迷
惑
や
苦
労
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
優
し
く
寄
り
添
う
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
私
達
は
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
培
っ
た
こ
と
を
生
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
重
ね
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
今
ま
で
一
番
近
く
で
見
守
り
育
て
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
家
族
の
皆
さ

ん
。
思
春
期
を
迎
え
た
こ
の
３
年
間
は
、
思
い
が
け
ず
反
抗
的
な
態
度
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

素
直
に
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
暖
か
く
見
守
り
育
て
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
、
私
達
は
ま
た
一
歩
大
人
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
５
年
間
、
力
の
限

り
私
達
の
こ
と
を
支
え
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し

だ
け
私
達
に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

明
日
か
ら
一
人
一
人
が
様
々
な
思
い
を
胸
に
、
自
分
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
三
年
間
、

稚
内
中
学
校
で
経
験
し
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
。
校
歌
の
歌
詞
に
も
あ
る
よ
う
に
、
平
和
の
二
字
を
心
に
刻
み
、
輝
き
満
ち
た
歴
史
を
創
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
励
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
、
私
達
２
８
名
の
卒
業
式
に
ご
列
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
全
て
の

方
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
答
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

令
和
４
年 

３
月 

６
日 

 
 

 
 

 

卒
業
生
代
表 

井
上 

耕
希 

 

 新型コロナウイルス感染症の関係で、時間短縮の中で卒業証書授与式を実施する形となりましたが、保護者や後輩たちの祝福を受け、

28 人の卒業生が稚内中学校を巣立っていきました。 

 今年度もたくさんの行事が予定変更や規模縮小されていく中で不平不満を言わず、何事も前向きに全力で取り組んできた卒業生は、

後輩たちの良きお手本であり、稚中にたくさんの財産を残してくれました。 

 送辞や答辞の場面では、様々な思い出がよみがえったのか、涙する卒業生や在校生の姿も見られ、とても感動的な卒業式となりまし

た。卒業生一人ひとりの今後の頑張りや活躍に期待しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度の人事異動で、９名の教職員が転出・退職することになりました。新型コロナウイルス感染症予防のため、書面のみでのお知らせになってしまい大変申し訳ありません

が、ご理解の程よろしくお願い致します。 

 

 泉 雄大 先生 

 

稚中の思い出は、古くてボロボロ

の校舎です。相次ぐ雨漏り、外壁の

剥離、電気系統のトラブル、冬は冷

凍庫なみの寒さ！しかし、そこにい 

る人たちはとても暖かく、大スキな学校でした。職員、地

域の人たち、保護者のみなさん、そして何よりも生徒のみ

なさん。とても楽しい毎日でした。どうかお元気で。今後

の活躍を期待しています。 

西山 佳範 先生 

 

  稚内中学校では４年間、お世

話になりました。２年目から担

任を持たせてもらい、充実した

日々を過ごすことができまし 

た。その子たちと一緒に稚中を卒業します。これから

も稚中の応援団として、皆さんの活躍を楽しみにして

います。 ４年間、お世話になりました。ありがとう

ございました。 

阿部 昌則 先生 

 

  稚中着任と同時に入学した生徒たちが、今年

の 1 月に成人式を迎え、時間の早さを感じてい

ます。何事にも一生懸命に取り組み、楽しむ 

ことを忘れない稚中生と共に過ごした 8 年間、その年々の思い出があ

り、生徒たちが日々成長する姿を実感し、うれしく感じていたことが

思い出されます。今後も稚中生の活躍を願っています。多くのご支援、

ご協力を頂いた保護者、北地区の皆様に心より感謝いたします。大変

お世話になりました。 

坂本 一真 先生 

 

この 3 月をもって、退職することとなり

ました。稚内中学校では 2 年間お世話にな

りました。日本最北の伝統校である稚内中 

学校で、何事にも真面目に取り組むことのできる生徒と出会え

たことが私の宝です。これからも稚内中学校の「学び合い」を

大切にし、より良い学校を創って下さい。生徒の皆さん、ご支

援ご協力をいただいた保護者の皆様、地域の皆様、ありがとう

ございました。心よりお礼申し上げます。 

 

白川 大倭 先生 

 

          稚内中学校では 4 年間お世話にな

りました。教員生活のスタートを稚内

中学校で送ることができたことをと 

ても光栄に思います。何事にも真面目に、真剣に取り組む 

生徒達、生徒だけではなく学校を支えてくださった保護者 

の皆様と出会えたことで今の自分があると感じておりま 

す。今後も稚内中学校の生徒の活躍を期待しています。こ 

れまでのご協力、ご支援等ありがとうございました。 

 

川口 由香 事務職員 

 

昨年度末本校より異動していまし

たが、10 月より半年間、代替え事務職

員としてまたお世話になっておりま 

した。事務処理等で不備や至らない点 

があったと思いますが、保護者様や教職員のご協力や力添

えを頂き任期を終える事ができました。感謝致します。ま

たご縁がありましたら宜しくお願い致します。お世話にな

りました。 

 

 

 

 

 

櫻井  潔 学校用務員 

佐藤 澪奈 図書支援員 

３月いっぱいで退職になります。お世話にな

りました。 

 

内田 勇人 先生 

 

          ７年間、稚内中学校にお

世話になりました。この７

年間は、生徒、保護者、地 

域の皆さんに支えられて過ごすことができ、 本 

当に幸せな毎日でした。稚内中学校で学んだこ 

とを生かしてこれからも頑張ります。今まで、 

本当にありがとうございました。 

  

 新型コロナウイルス感染症の関係で、市の施設「みどりスポーツパーク」が使えず、延期になっていたカーリ

ングの授業ですが、3 月 9 日の 2 年生の授業を皮切りに、各学年（１，２年生）2 回実施することができました。

オリンピックで日本中が熱狂したカーリングを実際にプレーした生徒たちは、一喜一憂しながら取り組んでいま

した。２回目の授業では、白熱した試合を展開するまでに成長していました。 

 

5 日（土）、在校生が心を込めて準備をした「３年生を送る 

会」が開かれました。生徒会が会の内容を考え、準備を進めて 

きました。当日は、先輩方から受け継いできた応援団の演舞や 

生徒会企画のタブレットを使用した全員参加型のクイズや音楽 

部のライブなどで盛り上がりました。 

３年生の思い出のスライドが上映されると、自分たちの成長 

を実感すると共に、名残惜しさや寂しさがこみ上げていました。 

とても良い雰囲気で終えることができた送る会でした。 

 


